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ボーリング柱状図
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栃木県　大田原土木事務所 2010-11-13 ～ 2010-11-16
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770.48 2.75 2.75

崖錐堆積
物
(Tl)

768.18 2.30 5.05

転石・玉
石混り砂
礫
(GS-B)

764.98 3.20 8.25

礫混り粘
土
(CH-G)

762.88 2.10 10.35
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灰
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暗
褐

非
常
に
密
な

非
常
に
硬
い

表部30cm間は礫混り火山灰質砂で
ある。
以深は砂礫状を呈し、緩い地盤状
況にある。礫はφ10～30mmの亜
角礫を主体に最大φ60mm程を点
在し、コア長5～10cm(推定
φ150～300mm)の粗石分及びコア
長20～25cm(推定
φ600～750mm)の転石を多量に混
入する。マトリックスは砂分と少
量の細粒土分で構成される。

河成堆積物である。φ5～30mmの
亜角礫を主体に最大φ50mm前後
を点在し、局所ではコア長
10～20cm(推定φ300～600mm程
)の転石を混入し、最大ではコア長
30cm(推定φ900mm前後)をも認め
る。礫間は中～粗砂分と細粒土分
で構成され、充填度合いはやや緩
い。

土性は含水・粘性共にやや低く、
硬質である。

φ5～20mmの火山礫を主体にコア
長3cm前後(推定φ80～100mm)の
粗石分を点在する。

GL-6～6.5m間、軽石質を帯びる。

局所的に砂分の多含有部を認める
。

火山灰質の粘性土を主体に粗粒砂
分を混じえ、土は非常に固い。全
体に粘土化したスコリアを含有し
ている。
φ10～30mmの火山礫を主体にGL-
9.7m以深にはコア長30cm(推定
φ900mm内外)の転石を認める。
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